
● はじめに ─続発性てんかんとは─

星田（司会）　脳外科手術や脳卒中，頭部外傷後に生じ

る急性期のけいれんと，その後に発症する続発性てん

かんに関しては，多くの疫学データが示されています．

Hauser らは，てんかん全体のおよそ 3分の 1が脳血管

障害や先天的要因，外傷，腫瘍などが原因となってい

る続発性てんかんと報告しております．この続発性て

んかんの進展予防は，患者さんの予後管理において非

常に重要ではないかと考えて本日のテーマとしました．

　てんかん発症の時間経過について Jensen は，脳の

損傷が起こったあと，てんかん発作を生じるまでには

「潜在期」があり，この潜在期が重要と述べています．

すなわち，分子レベルや細胞レベルで神経細胞ネット

ワークの興奮性の変化がこの時期に起こると考えられ

ますので，潜在期に変化するバイオマーカーを調べる

ことができ，さらにどのようなことが起こっているの

かがわかれば，脳損傷後の続発性てんかんに対する治

療介入ができる可能性もあるのではないかと考えられ

るからです（図 1）．

● 続発性てんかんとその対処 ─海外の状況─

星田　Sander 先生に，海外の続発性てんかん治療の

状況を紹介していただきたいと思います．

Sander　頭部の外傷，開頭術，熱性けいれんなどに関

して，従来の抗てんかん薬（antiepileptic drug；AED）

で数々の試験が試みられているものの，予防効果に関

してはまだ明確なエビデンスがありません（図2）．

星田　では，どのような特徴をもつ薬剤が理想的だと

お考えでしょうか．

Sander　てんかんは，遺伝や年齢などの「修飾因子」に

よる影響を受け，数カ月から数年を経て，構造的，機

能的な変化が起きて，てんかん発作につながります（図

3）．ですから，神経細胞の損失や神経原性疾患の進展

を防ぐような薬剤が望ましく，構造的・機能的な再生，
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